
2013年3月期 決算概要 

2013年5月13日 

バンドー化学株式会社 



1 1 

目次 

 

I. 2013年3月期決算の概要 

 

II. 2014年3月期業績予想 

 

 



2 2 

Ⅰ.  2013年3月期決算の概要 



■ 2013年3月期ハイライト 

連結業績 

伝動事業 

産業資材 
事業 

マルチメディア 
パーツ事業 

売上高   ８５７億円（ 前年同期比： ０．７％減収 ） 

営業利益   ４０億円（ 前年同期比：１０．４％減益 ）     

経常利益   ４７億円（ 前年同期比： ８．８％増益 ） 

当期純利益  ２５億円（ 前年同期比：７４．３％増益 ） 

売上高   ５５０億円（ 前年同期比： ２．７％増収 ） 

 自動車用の補機駆動用伝動システム製品が好調 

 一般産業用はアジア市場の成長に合わせた拡販活動を実施 

 
売上高   １７２億円（ 前年同期比： ２．３％減収 ） 

 火力発電所向け急傾斜用コンベヤベルトが好調 
  

売上高    ７８億円（ 前年同期比：１２．９％減収 ） 

 電子写真出力機器の市場縮小によるブレード、精密ベルトの販売減 

化成品事業 
売上高    ４５億円（ 前年同期比： ８．１％減収 ） 

 インクジェットプリンター対応メディア「バンドーグランメッセ」シリーズ 
 のラインアップ拡充 
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■ 業績概要（期中平均為替レート 12/3期 US$=79.5円 13/3期 US$80.1円） 

百万円 

12/3期 13/3期 

4,570  
4,094  

営業利益 

12/3期 13/3期 

4,391  
4,779  

経常利益 

12/3期 13/3期 

1,440  

2,510  

当期純利益 

12/3期 13/3期 

1.8 

3.1 

ROA 売上高 

百万円 百万円 百万円 ％ 

41.3％ 39.0％ 

85,771 86,372 
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■ 連結売上高の推移 

億円 

2009年3月期 2010年3月期 2011年3月期 2012年3月期 2013年3月期 

８７４億円 ７３５億円 ８４８億円 ８６３億円 ８５７億円 

ﾘｰﾏﾝ 
ｼｮｯｸ 
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‘12/3期 ‘13/3期 

実績 

前年同期比増減 

実績 金額 率 

海外売上高 33,686 35,459 +1,773 +5.3% 

アジア 19,139 20,029 +890 +4.7% 

韓国 8,153 7,809 △343 △4.2% 

タイ 5,730 7,181 +1,451 +25.3% 

インド 1,268 1,419 +151 +11.9% 

インドネシア 1,154 1,304 +149 13.0% 

その他 2,832 2,313 △518 △18.3% 

中国（香港含） 7,283 7,640 +357 +4.9% 

欧米他 7,264 7,789 +525 7.2% 

単位：百万円 

■ 2013年3月期海外売上高 
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■ 所在地別業績 （売上高・営業利益） 

売上高 営業利益 

億円 

7 



8 8 

■ 原材料価格（指標）および為替の推移 
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■ 連結貸借対照表 
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固定資産 391 固定資産 403 

その他流動資産 20 
その他流動資産20 

棚卸資産 99 棚卸資産 105 

売掛債権 175 売掛債権 169 

現金 111 
現金 125 

純資産 394 
純資産 432 

その他負債 94 
その他負債 84 

有利子負債 146 
有利子負債 157 

仕入債務 162 
仕入債務 149 

億円 

12/3期 13/3期 

純資産大幅増加 
自己資本比率UP 
48.4%→52.0% 

822億円 796億円 
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■ キャッシュフローの推移 

百万円 

＋7,621

＋8,724
＋9,529

△ 4,937
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△ 4,922 △ 4,767
△ 5,781

＋7,004
＋6,595
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＋4,606 ＋1,828
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■ 財務指標 
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Ⅱ.  2014年3月期業績予想 



13/3期 14/3期予想 

4,094  

5,600  

営業利益 

■ 2014年3月期の業績予想 

百万円 百万円 
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■ 業績予想のポイント 

市場環境 

  国内：政府が推進する経済政策や円安による輸出環境の改善により 

      回復の兆しが見え始める。 

  海外：米国は回復基調、ＡＳＥＡＮ地域においても成長を見込む。 

当社の取り組み 

  ・グローバルな視点で「市場最適仕様」製品の開発を促進する。 

  ・「環境負荷低減・高効率・コンパクト化・機能複合化」に貢献する製品の 

   連続的な提供によりベルト事業分野でアジア市場NO.1を目指す。 

  ・お客様に密着した販売網を構築し、高機能製品を核とした周辺事業領 
   域の拡大を図る。 

想定レート US$/93円 EUR/120円 

  次期業績予想は増収増益を見込む。 

 次期配当金は増配の予定。 
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■ 設備投資額と減価償却費の推移 

億円 

28 

56 

42 

58 
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■ 株主還元（総還元額） 

配当性向 48.7% 23.7% 53.9%                 30.2%      23.5% 

総還元率 48.7% 46.7% 95.6%                 49.9%      23.5% 

百万円 
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主なトピックス 

     PSベルト「耳ホツレ防止仕様」を発売 

     PSベルト「特殊搬送用特厚仕様」を発売 

 6月 ロングシンクロベルトS8Mタイプ 「高電気抵抗仕様」を発売 

↑ ロングシンクロベルト 

      S8Mタイプ 「高電気抵抗仕様」 

↑ PSベルト「耳ホツレ防止仕様」 ↑ PSベルト「特殊搬送用特厚仕様」 

 8 月 「CSR報告書2012」を発行 

 10月 大型産業機械の駆動用ベルト 

            ｢RIB ACE®2 -PL形｣投入により、シリーズ化 

 11月 中国・上海市でBando(Shanghai) Industrial Belt Co., Ltd. 事業開始 

          → 中国の食品、FA業界などの各種工場用搬送設備向けサンラインベルトの 

             拡販を主目的とした搬送用ベルトのエンドレス加工や付帯加工            

     バンドーグランメッセ「超高速インクジェットプリンター対応メディア」を開発 

      バンドーグランメッセ「不燃仕様」を開発 
 12月 中国上海市で管理性公司Bando (Shanghai)  Management  Co., Ltd. 事業開始  

          → 中国における製品販売および営業統括、管理業務の統括・支援による事業運営の効率化 

     加速度センサーを用いた張力計   ｢TENSION MASTER(テンション・マスター)｣を販売開始    

  1月 南海工場に「太陽光発電システム」を導入  

     タイの子会社にアジア技術センターを開設 

  3月 西兵庫開発株式会社(ゴルフ事業）の全株式を第三者に譲渡 

← リブエース2  

   PJ形、PK形、PL形 

↑ バンドーグランメッセ 「不燃仕様｣ 

↑ 加速度センサー張力計とスマートフォン 

2012年 

2013年 
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 本資料には、将来の業績に関する記述が含まれていま
す。こうした記述は、将来の業績を保証するものではなく、リ
スクや不確実性を内包するものです。将来の業績は、経営
環境の変化などにより、目標対比異なる可能性があることに
ご留意ください。又、本資料は情報の提供のみを目的として
おり、取引の勧誘を目的としておりません。 

 お問合せ先 
   財務部   資金・管財グループ 岸本 康夫 
   財務部   資金・管財グループ 大堀 裕亮 
   電話番号 ：（078）304-2960 
   ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ：yasuo.kishimoto@bando.co.jp 


